


施
泉
温
の
ト
ン
オ
ル
泉
温
わ
い
せ
⑴

要
必
は
設

　

０
０
６
，
１
は
口
人
の
町
内
加
幌

化
性
活
を
業
事
泉
温
、
り
あ
で
弱
名

客
光
観
の
ら
か
外
町
、
は
に
る
せ
さ

か
し
。
す
ま
え
考
と
要
重
が
客
集
の

様
同
も
て
い
お
に
村
町
市
隣
近
、
し

通
交
た
ま
、
り
あ
が
等
設
施
泉
温
の

、
も
て
い
お
に
面
な
的
離
距
や
便
の

泉
温
が
」
ト
ン
オ
ル
「
泉
温
わ
い
せ

と
こ
る
す
保
確
を
益
収
で
み
の
業
事

。
す
ま
え
考
と
難
困
変
大
、
は

　

ン
オ
ル
、
中
の
況
状
な
う
よ
の
こ

余
「い
な
少
数
る
け
お
に
内
町、
は
ト

高
、
た
ま
、
と
こ
る
あ
で
」
設
施
暇

」
場
の
い
憩
「
た
し
と
心
中
を
者
齢

必
ら
か
と
こ
る
い
て
し
能
機
て
し
と

温
後
今
、
え
考
と
る
あ
で
設
施
な
要

産
特
「
る
あ
で
分
部
の
外
以
業
事
泉

」
化
強
用
利
の
事
食
「
や
」
売
販
の
品

必
る
す
保
確
を
益
収
で
と
こ
る
図
を

。
す
ま
え
考
と
る
あ
が
要

き
べ
す
持
維

　

立
の
」
ト
ン
オ
ル
「
泉
温
わ
い
せ

大
む
住
に
内
町
内
加
幌
、
は
件
条
地

し
。
す
ま
り
あ
に
所
場
な
便
不
は
で

た
、
は
で
模
規
口
人
の
在
現
、
し
か

て
し
設
移
に
地
街
市
町
内
加
幌
え
と

込
見
る
び
伸
に
的
躍
飛
が
用
利
、
も

。
す
ま
え
考
と
い
な
た
た
が
み

　

、
は
に
め
た
る
せ
さ
持
維
を
能
機
の

ま
住
お
に
北
以
和
政
び
及
南
以
和
政

こ
、
う
よ
い
す
や
し
用
利
が
方
の
い

」
ス
バ
迎
送
料
無
「
り
お
ど
で
ま
れ

運
な
的
続
継
の
」
ス
バ
祉
福
「
び
及

。
す
ま
え
考
と
要
必
が
行

　

職
営
運
は
近
最
、
ら
が
な
し
か
し

き
で
が
応
対
迎
送
、
く
な
少
が
数
員

、
り
お
て
し
生
発
々
多
が
態
状
い
な

別
、
は
合
場
る
す
休
運
ず
得
を
む
や

対
ど
な
る
せ
さ
行
運
を
便
替
代
に
日

。
す
ま
え
考
と
要
必
が
応

の
金
助
補
営
運
の
へ
者
理
管
定
指
⑶

？
は
状
現

　

び
及
」
ト
ン
オ
ル
「
泉
温
わ
い
せ

理
管
を
レ
イ
ト
か
や
わ
さ
、
館
産
物

社
公
興
振
い
な
か
ろ
ほ
㈱
る
す
営
運

去
過
の
へ

10

、
は
額
金
助
補
の
年
か

あ
で
円
万
０
０
６
，
３
約
で
均
平
年

成
平
、
り

28

約
、
は
て
い
お
に
度
年

。
た
し
ま
り
あ
で
円
万
８
２
６
，
３

　

平
、
は
社
公
興
振
い
な
か
ろ
ほ
㈱

農
「
に
年
同
、
れ
さ
立
設
に
年
６
成

事
二
の
」
ト
ン
オ
ル
「
泉
温
わ
い
せ

事
工
加
ば
そ
「、
ら
か
等
緯
経
足
発

わ
合
き
抱
を
」
業
事
泉
温
「
と
」
業

を
性
力
弾
の
営
経
、
で
と
こ
る
せ

　

　

ら
か
立
設

20

た
し
過
経
が
上
以
年

温
、
ス
ラ
プ
は
門
部
工
加
ば
そ
、
中

温
ら
か
業
事
工
加
ば
そ
、
が
す
ま
い

な
と
能
可
も
通
融
源
財
の
へ
業
事
泉

助
補
の
へ
社
公
興
振
の
度
年
本
、
り

で
ま
度
程
円
万
０
０
０
，
２
、
は
金

お
て
け
受
を
告
報
の
と
る
き
で
縮
圧

に
的
目
た
し
図
意
の
初
当
立
設
、
り

が
果
成
て
し
と
体
総
、
き
づ
近
歩
一

　
に
句
文
い
謳
を
」
ば
そ
ち
打
手
「

　

含
を
」
ト
ン
オ
ル
「
泉
温
わ
い
せ

湖
内
鞠
朱
「、
は
称
名
の
駅
の
道
む

ほ
里
の
湖
と
森
「、
称
名
る
せ
さ
ジ

泉
温
、
た
ま
、
り
あ
で
」
い
な
か
ろ

の
そ
。
す
ま
い
て
れ
さ
設
建
て
し
ジ

」
ト
ン
オ
ル
「
る
あ
で
称
名
の
泉
温

と
森
「
は
い
る
あ
」
欧
北
「
は
際
実

せ
合
ち
持
を
気
囲
雰
な
的
力
魅
な
う

。
す
で
状
現
が
の
い
な
い
て

　

の
一
本
日
は
町
本
、
で
方
一
の
そ

、
り
あ
で
町
る
誇
を
量
産
生
の
麦
蕎

で
」
里
の
ば
そ
ン
ラ
ト
ス
レ
「
在
現

目
を
」
ば
そ
ち
打
手
「
る
れ
さ
供
提

方
る
回
上
を
数
客
湯
入
泉
温
に
て
当

。
す
ま
い
て
れ
訪
が

　

　

価
評
は
年
近
も
ば
そ
ち
打
手
の
そ

グ
駅
の
道
「
る
き
で
慢
自
、
く
高
が

。
す
ま
れ
ら
え
考
と
」
メ
ル

　

手
「、
で
ま
れ
こ
、
ら
が
な
し
か
し

た
し
出
ち
打
に
面
前
を
」
ば
そ
ち
打

温
る
え
わ
味
を
ば
そ
ち
打
手
「、
ず

げ
な
つ
に
増
客
集
、
り
図
を
立
確
の

考
と
つ
一
の
の
も
な
要
重
が
と
こ
る

」
ト
ン
オ
ル
「
泉
温
わ
い
せ

！
る
ま
と
ま
申
答
会
員
委
討
検

　

申
答
の
そ
、
度
の
こ
、
が
た
し
ま
り
参
て
し
討
検
を
方
り
あ
の
」
等
ト
ン
オ
ル
「
の
後
今
、
し

、
で
の
た
し
ま
り
ま
と
ま
が

11
月
14

）
版
約
要
下
以
（。
た
し
ま
し
出
提
へ
長
町
に
日

副町長が代理で答申を受ける。
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。
す
ま
え

り
く
づ
気
囲
雰
と
繕
修
設
施
⑸

　

ら
か
設
建
は
設
施
泉
温

20

上
以
年

も
と
と
化
朽
老
の
設
施
、
し
過
経
が

ま
り
な
と
期
時
る
か
か
が
費
繕
修
に

も
品
備
の
等
具
家
や
装
内
、
え
加
に

な
に
う
よ
る
れ
ら
じ
感
く
し
か
め
古

。
た
し
ま
り

　

で
え
う
る
す
続
継
を
業
営
の
後
今

考
と
い
な
得
を
む
や
、
は
繕
修
設
施

て
い
つ
に
内
館
に
特
、
の
の
も
る
え

か
と
こ
る
あ
が
象
印
な
質
機
無
、
は

で
け
だ
る
す
く
し
新
に
単
だ
た
、
ら

雰
な
う
よ
く
つ
び
結
に
客
集
、
く
な

繕
修
の
設
施
け
が
心
を
り
く
づ
気
囲

。
す
ま
え
考
と
き
べ
る
す
施
実
を

　

づ
気
囲
雰
の
で
面
ト
フ
ソ
、
た
ま

も
「の
員
業
従、
り
あ
で
要
重
も
り
く

考
と
要
重
も
成
育
の
」
心
の
し
な
て

。
す
ま
え

方
り
あ
な
的
効
有
の
館
産
物
⑹

　

能
機
の
館
産
物
町
内
加
幌
の
在
現

食
工
加
ば
そ
、
に
一
第
、
は
て
し
と

売
販
の
品
産
特
た
し
と
心
中
を
等
品

処
ば
そ
、
て
し
と
目
つ
二
、
り
あ
で

供
提
を
」
ば
そ
ち
打
手
「
て
い
お
に

ら
え
考
と
の
も
な
き
大
が
能
機
る
す

。
す
ま
れ

　

機
の
つ
二
の
こ
、
ら
が
な
し
か
し

と
能
機
る
あ
に
泉
温
、
に
も
と
は
能

が
化
別
差
、
れ
ら
え
考
と
の
も
じ
同

。
す
ま
れ
ら
え
考
と
題
課

　

に
者
理
管
定
指
は
度
年
本
、
た
ま

か
と
こ
い
し
難
が
保
確
員
人
て
い
お

館
産
物
、
せ
さ
業
休
を
処
ば
そ
、
ら

せ
さ
業
休
期
冬
に
様
同
年
昨
も
体
自

を
業
営
年
通
は
後
今
。
す
で
定
予
る

更
変
の
体
主
営
運
の
館
産
物
に
標
目

再
を
法
方
用
活
な
的
効
有
た
め
含
も

。
す
ま
え
考
と
き
べ
る
す
討
検
度

扱
取
の
品
産
特
の
て
し
と
駅
の
道
⑺

い
　

が
町
内
加
幌
、
は
て
い
お
に
内
道

町
る
誇
を
量
産
生
の
ば
そ
の
一
本
日

つ
つ
し
透
浸
が
識
認
う
い
と
る
あ
で

」
ば
そ
内
加
幌
「
で
駅
の
道、
中
る
あ

が
客
光
観
の
く
多
と
う
よ
し
入
購
を

。
す
ま
れ
訪

　

地
の
そ
、
は
で
駅
の
道
な
的
般
一

商
「、
は
品
商
た
れ
さ
産
生
で
内
域

業
企
内
域
地
「、
え
加
に
」
売
販
品

る
れ
わ
扱
ね
兼
も
味
意
の
」
Ｒ
Ｐ
の

然
依
、
が
す
ま
れ
わ
思
と
の
も
き
べ

」
ト
ン
オ
ル
「
泉
温
わ
い
せ
て
し
と

関
ば
そ
、
に
も
と
」
館
産
物
「
び
及

あ
に
態
状
い
悪
が
え
揃
品
の
品
商
連

公
興
振
い
な
か
ろ
ほ
㈱
（。
す
ま
り

、
い
な
か
ろ
ほ
㈱
に
外
以
品
商
の
社

も
等
品
商
部
一
の
粉
製
ば
そ
村
北
㈱

）
中
売
販

　

上
以
る
い
て
し
託
受
を
理
管
定
指

等
平
を
品
製
の
外
以
品
製
社
自
、
は

の
村
町
市
他
、
り
あ
が
要
必
う
扱
に

近
や
品
産
特
の
内
町
に
様
同
駅
の
道

さ
実
充
め
含
も
品
産
特
の
村
町
市
隣

再
。
す
ま
え
考
と
る
あ
が
要
必
る
せ

町
本
、
し
携
連
と
等
者
業
内
町
、
度

の
も
る
せ
出
り
売
て
し
と
品
産
特
の

。
す
ま
え
考
と
要
必
が
討
検
か
い
な
が

　

て
し
列
陳
に
ン
イ
メ
を
品
用
日
な
価

お
た
れ
さ
館
来
、
り
あ
も
期
時
た
い

り
取
を
品
商
る
じ
感
を
力
魅
が
様
客

。
す
ま
え
考
と
る
あ
が
要
必
る
え
揃

に
保
確
益
収
・
加
増
の
数
者
用
利
⑻

て
け
向

　

，
９
７
、
て
い
お
に
度
年
８
成
平

13

り
が
下
肩
右
年
毎
は
降
以
度
年

成
平
、
り
な
と

28

，
０
２
は
に
度
年

。
す
ま
い
で
ん
込
ち
落
で
ま
名
１
０
０

数
者
用
利
、
が
す
ま
り
あ
は
で
然
当

伝
宣
た
け
向
に
保
確
益
収
や
加
増
の

に
的
極
積
が
社
会
営
運
、
は
等
動
活

、
は
在
現
、
が
す
ま
り
あ
が
要
必
う
行

。
す
ま
れ
ら
え
考
と
調
低

　

る
す
断
判
ら
か
況
状
な
う
よ
の
こ

、
会
協
光
観
び
及
者
理
管
定
指
、
と

。
す
ま
え
考
と
い
な
め
否
は
と
こ
た

者
三
に
的
期
定
は
後
今
、
め
た
の
そ

収
と
加
増
の
数
者
用
利
、
し
携
連
で

必
が
等
動
活
伝
宣
た
け
向
に
保
確
益

。
す
ま
え
考
と
要

　

的
離
距
の
と
村
町
市
隣
近
、
た
ま

考
と
要
必
も
策
方
る
す
進
促
を
用
利

。
す
ま
え

先
優
最
が
保
確
の
用
雇
⑼

　

き
で
が
保
確
の
員
職
、
は
度
年
本

ば
そ
の
内
館
産
物
、
ら
か
と
こ
い
な

様
同
度
年
昨
、
た
ま
、
し
業
休
が
処

し
定
決
を
業
休
の
間
期
冬
の
設
施
に

金
助
補
営
運
の
ら
か
町
。
す
ま
い
て

者
用
雇
、
ら
が
な
し
用
活
に
効
有
を

す
ま
り
あ
が
要
必
る
め
努
に
保
確
の

活
人
求
る
け
お
に
者
理
管
定
指
、
が

じ
感
と
る
い
て
け
欠
に
性
極
積
が
動

、
は
て
し
関
に
題
問
用
雇
。
す
ま
れ
と

な
係
関
に
種
職
、
所
業
事
の
外
内
町

あ
で
況
状
る
い
て
し
慮
苦
変
大
、
く

題
課
要
重
最
が
保
確
の
者
用
雇
、
り

。
す
ま
え
考
と

　

、
し
続
存
で
形
な
全
健
も
後
今
が
設

設
施
点
拠
光
観
内
町
や
養
保
の
民
町

・
携
連
が
関
機
係
関、
て
し
と
つ
一
の

る
れ
さ
用
活
に
効
有
り
よ
、
し
力
協

。
す
ま
し
待
期
を
と
こ

会
員
委
討
検

長
員
委

　

白　

坂　

孝　

司

長
員
委
副

　

中　

南　

裕　

行

委
　
　

員　

畑

　
　
　

正　

男

委
　
　

員　

井　

上　

憲　

明

委
　
　

員　

山　

下　

俊　

明

委
　
　

員　

髙　

山　

正　

則

委
　
　

員　

花　

岡　

子
智
美

　

会
役
締
取
社
公
は
町
け
受
を
れ
こ

計
繕
修
の
泉
温
の
後
今
、
し
議
協
に

。
す
で
存

2017.123



　11月12日（日）、当別町総合体育館において第46
回石狩川右岸市町村対抗剣道大会が開催されました。
　この大会は石狩川の上流から下流を見たときの右
側にある市町村対抗の剣道大会で、今年は８市町村
（石狩、当別、新篠津、月形、新十津川、雨竜、深川、
幌加内）が参加。
　個人戦では、奮闘の結果５名が入賞！団体戦では、
予選リーグを１位で突破し決勝トーナメントへ進出
しましたが、新十津川との勝負は１勝差で惜敗。３
位決定戦で深川に勝利し３位に入賞となりました。

右岸市町村対抗
剣道大会　団体３位！

東邦電設に
　　感謝状を贈呈

　2010年から毎年、旭川市内や他市町村の小中学
校で照明器具の清掃奉仕活動を続けている電気設備
会社　東邦電設（代表取締役：小野沢  千秋 氏）が
10月5日（木）に幌加内小学校を訪れ、校舎の照明
器具の清掃活動をしていただきました。同社職員
14名が高所に設置している照明器具を一つずつ外
して汚れを取り除きました。
　この度の清掃活動に対し、町教育委員会より11
月6日（月）、感謝状を贈呈。児玉教育長より「清
掃していただいたことで、教室が明るくなり、大変
ありがたい」と感謝。小野沢社長は「教室が明るく
なることで、これからも楽しく学校生活を送ってい
ただければ」と話していました。

平成29年度「税を考える週間」書道展

　平成29年度「税を考える週間」書道展が11
月10日から24日まで生涯学習センターで開催
されました。書道展入賞者及び「税を考える週
間」（中学生の作文）入賞者の表彰式は11月22
日（水）に各小中学校で行われました。
【書道展入賞者】
○中学生の部
　金賞　坂本龍志郎（１年）
　銀賞　大野ことみ（１年）
　銅賞　藤田　芽衣（３年）　　
○小学６年生の部
　金賞　菅原　悠斗（幌小）
　銀賞　市村　陽汰（幌小）
　銅賞　中村　紅葉（幌小）　
○小学５年生の部
　金賞　渡来　将真（朱小）
　銀賞　中村　大樹（幌小）
　銅賞　高松はるか（幌小）　

○小学３・４年生の部
　金賞　新江　心和（幌小４年）
　銀賞　山本　湊大（朱小３年）　
　銅賞　北村　柚乃（幌小３年）
○小学１・２年生の部　
　金賞　矢箆原　努（朱小２年）
　銀賞　小川　剛侍（朱小１年）
　銅賞　山本　隼大（朱小１年）

【作文入賞者】
○深川地区
　　納税貯蓄組合連合会会長賞
　菅原　朋樹（幌中３年）

個　人　戦
小学生低学年男子の部
　３　位　野原　誠也
 （幌小4年）
中学生女子の部
　３　位　森﨑真結子
 （幌中２年）
三段以下の部
　優　勝　笠井　陽太
　準優勝　大森　隆文
四・五段の部　
　準優勝　宍戸　広太

団　体　戦
３位
（宍戸広太、大森隆文、森崎
真結子、本家由杏、中村大樹、
安藝みなみ、野原誠也）

　　　　　　　　　 各部門の成績 　　　　　　　　　
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うるち・もち各生産組合より、
お米をいただきました！

　第8回幌加内町「郷土うたの集い」（同実行委主催）
＝中西徹委員長＝が11月19日（日）、生涯学習セン
ター「ふれあいホール」で開催され、28組が十八
番の歌を披露しました。
　町内の各職場や団体、一般からの出演者を募り、
カラオケを通じて交流を深めることを目的とした本
事業。会場には町民
ら200名が会場を埋
め尽くし、出演者は
それぞれ、自信のあ
る持ち歌を披露。ワ
ンステージごと、盛
大な拍手が贈られ、
最後に会場内全員で
「東京のバスガール」
（歌手：コロンビア・
ローズ）を合唱して、
楽しいひとときを過
ごしました。

カラオケ大会！
わきあいあいと♪

　幌加内町うるち米生産組合（組合長：徳重隆）よ
り「地元産ゆめぴりか」、もち米生産組合（組合長：
横窪敏明）より、「もち米」各30kgを町教育委員会
へ寄贈していただきました。いただきましたお米は、
12月の各学校
給食で振る舞
われます。

第63回北空知剣道大会

　11月18日（土）幌加内中学校体育館において第63回
北空知剣道大会が開催され、個人戦は初心者から中学
生、団体戦は小学生低学年から一般の部で熱戦が繰り
広げられました。
　出場した剣士達は日頃の稽古の成果を発揮し、観客
席からは拍手や声援がおくられました。
　幌加内関係分の成績は次の通りです。

●個人戦●　　
初心者の部

小学男子３・４年生の部
　優　勝　野原　誠也（幌小４年）
　３　位　野村　埜明（幌小４年）
小学女子５・６年生の部
　優　勝　安藝みなみ（幌小５年）
中学生男子の部
　優　勝　笠井　広大（幌中３年）
中学生女子の部
　優　勝　中野　湖宵（幌中３年）

　３　位　楠木　貴子（幌中１年）
　３　位　中村　星花（幌中１年）

●団体戦●
小学生低学年の部　
　準優勝　幌加内（野村埜明、松本宝夏、野原誠也）
小学生高学年の部
　３　位　幌加内（中村大樹、野村啓道、安藝みなみ）
中学生の部
　優　勝　幌加内Ｂ（笠井広大、本家由杏、中野湖宵）

一般の部　　
　優　勝　幌加内（大森隆文、松本果渚実、藤井祐、嶺岸智也、有働裕妃、

上野英樹）

2017.125

幌中教頭　岸田賢治さん
♪伊勢佐木町ブルース♪

もち米　
生産組合
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　11月19日（日）、ゆるきゃらグランプリ2017の結
果が発表され、ほろみんは、346票を獲得し、ご
当地ラインキングにて681体エントリー中559位と
なりました。皆さまの応援ありがとうございました。

クールジャパンアワード2017
「幌加内そばとそば祭」受賞

ゆるキャラグランプリ
2017結果発表！

　このたび、一般社団法人クールジャパン協議会が
主催するCOOL JAPAN AWARD2017を幌加内
町そば祭り実行委員会が受賞しました。
　COOL JAPAN AWARDは、自薦や他薦により
全国から集められた日本が海外に誇るべき文化を、
世界各国100名の外国人が審査を行い、発掘・認定
をしています。
　受賞団体は、「COOL JAPAN認定マーク」の使
用が認められ、外国人向けにPR展開を行うことが
できます。

　11月26日（日）札幌ドームにおいて、北海道日本
ハムファイターズ「ファンフェスティバル2017」内で、
2018年北海道179市町村応援大使を決める抽選会が
行われました。
　抽選会では、事前に募集した小学生の中から野原誠
也君（幌小４年）が選ばれ、ドームのステージ上に登
壇。幕から差し出された選手の手を選んで握る形式で
抽選が行われ、幌加内町応援大使に西川選手、浦野選
手が決定いたしました。
　任期は１年間。両選手にご協力して
いただき、さまざまなイベントが実施
されます。2018年、一緒に北海道日本
ハムファイターズを応援しましょう！

北海道日本ハムファイターズの西川選手・浦野選手
幌加内町 2018年ファイターズ北海道179市町村応援大使に決定

（参考）
◆過去の順位
２０１６年：
　８６１位／１４２１体
２０１５年：
　７３７位／１７２７体
２０１４年：
　９４０位／１６９９体
２０１３年：
　７０９位／１５８０体
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日にち 予　　　　　　　　　　　定

12月30日㈯
ごみ収集 収集予定表のとおり収集を行いません

一般受入 収集予定表のとおり受入を行います
（午前9時～午後4時30分まで）

12月31日㈰～1月4日㈭
ごみ収集

年末年始休業日のため収集・受入を行いません
一般受入

1月5日㈮
ごみ収集

収集地区：A・B・C地区
ただし、ステーション内のごみをすべて取りきれない場合、一部
ごみが残りますのでご了承ください。

一般受入 収集予定表のとおり受入を行いません

1月6日㈯
ごみ収集 収集予定表のとおり収集を行いません

一般受入 収集予定表のとおり受入を行います
（午前9時～午後4時30分まで）

1月7日㈰
1月8日（月・祝）

ごみ収集
年始・祝日休業日のため収集・受入を行いません

一般受入

1月9日㈫
ごみ収集 収集地区：A・B地区

一般受入 収集予定表のとおり受入を行います
（午後1時～午後4時30分まで）

ごみの収集作業及び一般受入れについて

主な公共施設の年末年始（12月29日から1月９日まで）の状況
施設名 年末年始の状況

役　　　場
12月30日㈯～1月8日㈪　閉庁
ただし、住民課窓口は1月5日㈮
8：30～12：00まで業務を行い
ます。

保健福祉総合センター
「アルク」

12月30日㈯～1月8日㈪　休館
（介護相談：24時間受付）

生涯学習センター
「あえる９７」 12月30日㈯～1月8日㈪　休館

農業活性化センター
「アグリ２１」 12月31日㈰～1月5日㈮　休館

中央公民館
町民研修センター 12月30日㈯～1月8日㈪　休館

幌加内町年末年始の業務案内
～役場の業務日は年末が12月29日㊎まで、年始が1月9日㊋から～

施設名 年末年始の状況

幌加内診療所
12月30日㈯～1月8日㈪　休診
ただし、1月4日㈭、5日㈮は予約
診療を行います。

政和診療所 12月30日㈯～1月8日㈪　休診

朱鞠内診療所 12月30日㈯～1月8日㈪　休診

歯科診療所 12月29日㈮～1月3日㈬　休診

せいわ温泉
「ルオント」

12月29日㈮～1月3日㈬は、下記
のとおり営業
温　　　泉　10:00～18:00まで
レストラン　11:30～14:30まで
【ラストオーダー　14:00】
1月4日㈭　休館

）（
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ＪＲ北海道バス（深名線）　詳細☎（0164）22-2901
　
※平成29年度年末年始運行ダイヤ
通常ダイヤでは運行しているもので下記のダイヤにないものは、
12/28（木）から1/3（水）まで運休となりますのでご注意願います。
【下り】　深川→幌加内→名寄 ○：所定運行　△：朱鞠内まで運行

停留所 発　着　時　刻
深　川 8:05 10:25 11:35 14:25 16:10 18:45
幌加内 9:16 9:27 11:36 12:52 13:07 15:42 15:57 17:27 20:02
朱鞠内 10:19 13:59 16:49
名　寄 11:29 15:09 17:59
日にち 運　行　状　況
12/28㈭ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/29㈮ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/30㈯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/31㈰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ 運休
1/1㈪ ○ ○ 運休 運休 運休 運休 運休 運休 運休
1/2㈫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1/3㈬ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【上り】　名寄→幌加内→深川
停留所 発　着　時　刻
名　寄 12:56 16:07
朱鞠内 14:06 17:17
幌加内 6:30 7:55 11:10 12:43 14:58 15:13 18:09 18:24
深　川 7:50 9:12 12:27 13:54 16:30 19:35
日にち 運　行　状　況
12/28㈭ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/29㈮ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/30㈯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12/31㈰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 運休 運休
1/1㈪ 運休 運休 運休 運休 ○ ○ 運休 運休
1/2㈫ 運休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1/3㈬ 運休 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

｢学休日 ･年末年始｣ 期間バス運行のご案内
いつもジェイ・アール北海道バス　深名線をご利用いただきましてありがとうございます。
「学休日・年末年始」期間はバスの運行時刻を次のとおり変更いたしますのでご了承願います。

◎学休日期間　平成29年12月25日(月)から平成30年1月12日(金)まで
　　　　　　　　※時刻表中に「学休期間運休」と表示された便は運休します
◎年末年始期間　平成29年12月28日(木)から平成30年1月3日(水)まで
　　　　　　　　※下表のとおり運行します
年 　月　 日 ダイヤ 運　　　行　　　内　　　容

深川～幌加内 幌加内～名寄

成
平

年

12月28日（木）
12月29日（金）
12月30日（土）

土日祝
特　別

初便から始発停留所18:45発
の便まで運行します

下記の５便のみ運行します
○名　寄 12:56発 幌加内行　
○名　寄 16:07発 幌加内行
○幌加内   9:27発 名 寄 行　 
○幌加内 13:07発 名 寄 行  
○幌加内 15:57発 名 寄 行

12月31日（日）土日祝特　別
初便から始発停留所16:10発
の便まで運行します

下記の４便のみ運行します
○名　寄 12:56発 幌加内行　
○幌加内   9:27発 名 寄 行　
○幌加内 13:07発 名 寄 行   
○幌加内 15:57発 朱鞠内行

※幌加内15:57発 名寄行は朱鞠内までの
運行となります

成
平

年

１月１日（月） 土日祝特　別
下記の２便のみ運行します
○深　川　8:05発 幌加内行　
○幌加内 15:13発 深 川 行

下記の２便のみ運行します
○幌加内   9:27発 名 寄 行　
○名　寄 12:56発 幌加内行

１月２日（火）
１月３日（水）

土日祝
特　別

始発停留所7:55発から8:45発
の便まで運行します

下記の５便のみ運行します
○名　寄 12:56発 幌加内行　
○名　寄 16:07発 幌加内行
○幌加内　9:27発 名 寄 行　  
○幌加内 13:07発 名 寄 行
○幌加内 15:57発 名 寄 行

詳しくはジェイ・アール北海道バス 深川営業所へお問い合わせ下さい　電話 0164-22-2901
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　毎年、沿道建物等からの落氷雪による死傷事故が多く発生しています。皆さんも、冬期間
の生活にはご苦労されていると思いますが、冬期の通行を円滑にし、事故を無くすため、特に、
次のことに注意するようにお願いいたします。

◆落氷雪事故の発生が懸念されるような沿道建物等については、丈夫な雪止めを設置するようにして
ください。

◆既に雪止めが設置されている場合であっても、針金等の錆、老朽化等による破損が原因で落氷雪事
故が発生することもあるため、必ず点検し、破損等が発見された際は早急に修繕するようにしてく
ださい。

◆落氷雪事故は、気温がマイナス３度からプラス３度程度のときに発生しやすいという特徴があるた
め、早めに除雪するとともに、除雪の際には、歩行者や遊んでいる子供等に十分注意するようにし
てください。

◆落氷雪があった場合は、直ちに事故がないか確認するとともに、歩行者の通行の支障にならないよ
うに排除してください。

◆交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積雪を道路に出さないようにして
ください。

◆軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意するようにしてください。
◆軒下や道路では、絶対に子供を遊ばせないようにしてください。
◆ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険であるため、早めに付着した氷雪の除去
を行うようにしてください。

　また、落氷雪の除去の際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

北海道開発局・北海道・北海道警察・各市町村
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　北海道地区廃船処理協議会（事務局：北海道運輸局）は、
廃ＦＲＰ船リサイクルシステムの広報に取り組んでいます。
　廃ＦＲＰ船はセメントの原料・燃料として再利用されます。
　ＦＲＰ船の廃船をお考えの方は、下記へご相談ください。
・ＦＲＰリサイクルセンター　TEL：03-5542-1202
　ホームページ　http://www.marine-jbia.or.jp/recycle/
・最寄りの登録販売店
　（上記ホームページよりご案内しています。）

ＦＲＰ船の廃船をお考えの皆様へ

　国立北海道障害者職業能力開発校では、求職中の障が
い者の入校生（訓練期間１年又は２年間）追加募集しています。
　詳しくは、当校又は最寄りの公共職業安定所までお問い
合わせください。

〒073-0115　砂川市焼山60番地
電話  0125-52-2774　ＦＡＸ  0125-52-9177

平成30年度入校生の追加募集

＜国道についてのお問合せ先＞
旭川開発建設部公物管理課 旭川市宮前1条3丁目3番15号 TEL 0166-32-1498
旭川開発建設部旭川道路事務所 旭川市神楽1条6丁目 TEL 0166-61-0136
旭川開発建設部士別道路事務所 士別市大通西15丁目3142番地31 TEL 0165-23-3146
旭川開発建設部富良野道路事務所 富良野市字西扇山1番地 TEL 0167-23-3171

屋根からの落氷雪事故防止などのお願い
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平成29年４月～10月までの寄付
申し込み件数は《792件》です。



北海道後期高齢者医療　　　　
　　　広域連合からのお知らせ

北海道後期高齢者医療広域連合の第３次広域計画（原案）及び
保健事業実施計 に）案原（）期２第（画 関する住民意見募集について
　北海道後期高齢者医療広域連合は、道内179市町村との連携のもと、後期高齢者
医療制度を運営している特別地方公共団体です。
　この度、広域連合では、広域連合と市町村が連携しながら処理する事務について
定めた「第２次広域計画」及び被保険者の健康の保持増進事業のための「保健事業
実施計画」が平成29年度末で終了することから、平成30年度からの新たな計画を
策定します。

　この計画の策定にあたり、次のとおり広く住民の皆さまからご意見を募集します。

◆　募集案件について
　【募集案件】　北海道後期高齢者医療広域連合第３次広域計画（原案）
　　　　　　　　北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画（第2期）（原案）
　【募集期間】　平成29年11月29日（水）～平成29年12月28日（木）（必着）

◆　計画（原案）及び募集要領の閲覧方法について
　　意見募集の開始日から、北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ
　　（http://iryokouiki-hokkaido.jp/hotnews/detail/00000225.html）に
　　掲載するとともに次の場所で閲覧できます。

・幌加内町住民課後期高齢者医療係
・北海道後期高齢者医療広域連合
（住所については、下記お問い合わせ先参照）

お 問 い 合 わ せ 先

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060-0062
　　　札幌市中央区南２条西14丁目
　　　国保会館６階
電話　０１１－２９０－５６０１

お住まいの市区町村

幌加内町　住民課後期高齢者医療係　
　　　
電話　０１６５－３５－２１２４

北海道後期高齢者医療　　　　
　　　広域連合からのお知らせ
■広域連合の計画に関する住民意見募集について■
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町人事行政の運営等状況の公表

平成29年度　幌加内町人事行政の運営等状況の公表

⑴新規採用の状況
区　　分 平成28年度 平成29年度

計
会
通
普 一般行政 ２人 １人
教 育 １人 ０人
小 計 ３人 １人

計
会
等
業
企
営
公 病 院 ０人 －
下 水 道 ０人 ０人
国 保 ０人 ０人
介 護 ０人 ０人
小 計 ０人 ０人
合　計 ３人 １人

１　職員の任免及び職員数に関する状況
　①職員の採用及び退職に関する状況（平成28年４月１日～平成29年４月１日）

⑵退職の状況（平成28年度中）

区　分 定年退職 勧奨退職 そ　　の　　他 合　計普通退職 分限退職 懲戒退職 失　　職 死亡退職
一般行政 ０人 ０人 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人
教 育 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
普通会計小計 ０人 ０人 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人
病 院 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
下 水 道 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
そ の 他 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
公営企業等小計 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人
合　 計 ０人 ０人 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人

　②職員数状況
⑴部門別職員数の状況（各年４月１日現在）  　　　　 単位：人

区　　　分 職　員　数 対前年増減数
部　　　門 H27 H28 H29 H27 H28 H29

普
　
　

通
　
　

会
　
　

計

一　
般　
行　
政　
部　
門

議 会 2 2 2 0 0 0
総 務 20 20 21 0 0 1
税 務 2 2 2 0 0 0
農林水産 7 9 9 ▲ 2 2 0
商 工 1 1 1 0 0 0
土 木 8 8 8 2 0 0
民 生 2 3 3 ▲ 1 1 0
衛 生 7 7 12 0 0 5
小 計 49 52 58 ▲ 1 3 6

教　　　育 8 8 8 ▲ 1 0 0
普通会計　計 57 60 66 ▲ 2 3 6

等
業
企
営
公

門
部
計
会 病 院 17 6 － ▲ 3 ▲ 11 ▲ 6

下 水 道 1 1 1 0 0 0
そ の 他 5 5 5 1 0 0
公営企業等会計部門　計 23 12 6 ▲ 2 ▲ 11 ▲ 6
総　　合　　計 80 72 72 ▲ 4 ▲ 8 0

⑵一般行政職の級別職員数の状況（平成29年４月１日現在）
区　分 標準的な職務 職員数 構成比（％）
６級 課長 5人 8.2
５級 事務長、事務局長 4人 6.6
４級 室長、課長補佐、主幹、係長 17人 27.9
３級 係長、主査 12人 29.5
２級 上級係員 6人 9.8
１級 中級係員、初級係員 11人 18.0

合　　　　　計 61人 100.0
（注）
給与実態調査の要領に基づき作成しているため、職員数には、教
育長、税務職、保健師職、医師職、医療技術職、看護職、福祉職
は、含まれていません。

２　職員の競争試験及び選考の状況（平成28年度）
⑴競争試験（当初、２次選考含む）
区分 申込者数 受験者数 １次合格者数 最終合格者数

一般事務職 4人 4人 1人 1人

３　職員の給与の状況
⑴人件費の状況（平成28年度地方財政状況調査要領に基づき作成しています。）
住民基本台帳人口
（平成28年度末）

歳出額
Ａ 実質収支額 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
平成27年度の人件費率

1,531人 4,142,787千円 80,685千円 635,927千円 15.4％ 11.4％
（注）人件費には、特別職、町議会議員の報酬等を含みます。

⑵職員給与費の状況（平成28年度地方財政状況調査要領に基づき作成しています。）
職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給与費　Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末勤勉手当 合計　B

68人 241,267千円 48,045千円 92,960千円 382,272千円 5,621,650円
（注）職員数は、平成 28年４月１日現在の人数で、教育長は含みません。

給与費には、特別職の給与、公営事業会計の給与、共済組合及び退職手当組合負担金は、含まれていません。

⑶職員の平均給与月額、平均年齢及び初任給の状況（平成29年４月１日現在）

区　　分
一　般　行　政　職

平均給与月額 初　任　給
平均給与月額 平均年齢 大　学　卒 高　校　卒

幌加内町 340,548円 40.7歳 178,200円 146,100円
国 410,719円 43.6歳 178,200円 146,100円

（注）平均給与月額には、給料のほか、扶養手当、住居手当、管理職手当、寒冷地手当など
　　　が含まれています。

⑵競争試験追加
区分 申込者数 受験者数 １次合格者数 最終合格者数

一般事務職 － － － －
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給料月額×
（８～25％）
給料月額×
（８～25％）

町人事行政の運営等状況の公表
⑷職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成29年４月１日現在）

区　　分
経　　　　験　　　　年　　　　数

10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 256,400円 315,100円 該当なし
高校卒 229,100円 272,400円 319,000円

（注）給与実態調査要領に基づき、卒業後の経験等を加味し、採用した者を含めた区分別の平均給料月額です。

⑸期末手当・勤勉手当の支給割合（平成29年４月１日現在）
支給月 期末手当 勤勉手当 合　計 役職加算

 ６ 月 1.225月分 0.850月分 2.075月分 役職により給料月額
に次の割合を乗じて
得た額を基礎に加算
課長等　　　　15％
課長補佐等　　10％
係長等　　　　 5％

12月 1.375月分 0.850月分 2.225月分

合計 2.600月分 1.700月分 4.300月分

⑹退職手当（平成29年４月１日現在）

勤続年数
幌加内町 国

自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 20.445月分 27.4050月分 20.445月分 27.4050月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分 29.145月分 34.5825月分
勤続30年 36.105月分 42.4125月分 36.105月分 42.4125月分
最高限度 49.590月分 49.5900月分 49.590月分 49.5900月分
その他
加算措置

定年前早期退職特例措置
２～45％加算

定年前早期退職特例措置
２～45％加算⑺特殊勤務手当（平成29年４月１日現在）

支給実績（平成28年度決算） 7,966千円
支給職員１人あたり平均支給年額（平成28年度決算） 153,192円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成28年度） 72.2％
手当の種類（手当数） ７種類

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績 左記職員に対する
支給単価

防疫等作業手当 感染症患者の救護又は感染症菌等
附着物の処理に従事した職員等

感染症患者の救護又は感染菌等の附着物等処
理作業など 0千円 日額　 700円

税務手当 従事した職員 出張外勤で町税の徴収又は滞納処分に従事 0千円 日額　 500円

医学研究手当 医師 診療所勤務医 4,656千円 月額388,000円以内
勤務場所、役職により変動

医師確保手当 医師 診療所勤務医 3,150千円 月額150,000円

じん芥処理業務
手当 従事職員 じん芥の収集運搬・処理作業従事 28千円 月額　 2,300円

変死体等取扱手当 従事職員 身元不明の変死体・行路死亡人の収容作業従事 0千円 １回 　 700円

待機手当 職員 災害業務等の従事に備え、待機した職員 132千円 1回　2,000円、5時間
未満の場合、1,000円

（注）普通会計決算の対象となった手当のみ記載しています。

⑻時間外勤務手当
区　　分 平成27年度 平成28年度
支給総額 5,963千円 6,733千円

職員１人当たり平均支給年額 161千円 157千円
（注）
　支給実績は、地方財政状況調査要項に基づく普通会計
職員の額です。
　平成27年度は、統一地方選挙などの臨時的事務事業が
ありました。
　平成28年度は、参議院議員総選挙などの臨時的事務事
業がありました。

⑼その他の手当（平成29年４月１日現在）

手 当 名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支 給 実 績
（28年度決算）

支給１人当たり
平均支給年額
（28年度決算）

扶 養 手 当

①配偶者　10,000円
②子ども　  9,000円
③上記以外  6,500円
④16～22歳までの子
　1人5,000円加算

同　じ 8,227千円 235千円

住 居 手 当

・借家
①23,000円以下
　家賃額－12,000円
②23,001円以上
　55,000円未満
　（家賃額－23,000円）
　×1/2＋11,000円
③家賃額55,000円以上
　27,000円
・自宅
④11,000円
　（新築、購入から５年
　間12,000円）

異なる ・自宅
支給無し 9,679千円 183千円

通 勤 手 当

・自動車使用者片道
①２～５km　2,000円
②５～10km　4,200円
③10～20km　7,100円
④20～30km　12,900円
⑤30km以上　18,700円
・交通機関利用者
　（55,000円限度）

異なる

・自動車使用
者　
60km以上
31,600円を
限度。

397千円 99千円

管理職手当 定額制
　72,000円～28,000円 異なる 給料月額×

15％以内 7,940千円 345千円

管理職特別
勤 務 手 当

定額制
　7,000円～2,000円 異なる － －

宿日直手当 ・日直従事職員
日額　4,000 円 異なる 日額　  　　

4,200円 442千円 9千円

寒冷地手当

・世帯主である職員
①扶養親族あり　26,380円
②扶養親族なし　14,580円
③その他の職員　10,340円
毎年11月～３月支給

同　じ 6,661千円   98千円

４　特別職等の報酬等の状況
（平成29年４月１日現在）

区　分 給料（報酬）月額 期末手当 退職手当

町 　 長 690,000円

平成28年度支給割合
4.30月分

（任期満了時の
給料月額）×
20.504月分

副 町 長 580,000円
（任期満了時の
給料月額）×
12.936月分

教 育 長 540,000円
（任期満了時の
給料月額）×
11.352月分

議 長 254,000円
平成28年度支給割合
4.30月分

副 議 長 201,000円
常任委員長 183,000円
議 員 168,000円
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町人事行政の運営等状況の公表
５　職員の勤務時間、その他の勤務条件
⑴勤務時間（標準的なもの）　　　　　（平成29年４月１日現在）
１週間の
勤務時間

勤務時間の割振り
週休日

開始時刻 終了時刻 休息時間 休憩時間
38時間45分 ８：30 17：15 廃止 12：00～13：00 土曜日・日曜日

⑵年次有給休暇の取得状況（平成28年１月１日～平成28年12月31日）
総付与日数 総取得日数 対象職員 平均取得日数 消化率
2,377日 761日 67人 11.4日 32.0％

（注）一般行政職員のみ抽出し作成しています。（調査対象期間の中途採用者は除く。）

６　職員の分限及び懲戒処分の状況（平成28年度）
　　（注）地方公務員制度実態調査要領に基づき、作成しています。
⑴分限処分者数

処　　分　　事　　由 降任 免職 休職 合計
勤務成績が良くない場合 0人 0人 0人 0人
心身の故障の場合 0人 0人 0人 0人
職に必要な適正を欠く場合 0人 0人 0人 0人
職制、定数の改廃、予算の減少により、廃職、過員を生じた場合 0人 0人 0人 0人
刑事事件に関し起訴された場合 0人 0人 0人 0人
（注）分限処分は、公務能率の維持を目的に職員に対して行われる処分です。
⑵懲戒処分者数

処　　分　　事　　由 戒告 減給 停職 免職 合計
法令に違反した場合 0人 0人 0人 0人 0人
職務上の義務に違反した場合 0人 0人 0人 0人 0人
全体の奉仕者たるふさわしくない非行のあった場合 0人 0人 0人 0人 0人
（注）懲戒処分は、職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩序維持を図る制裁的処分です。

７　職員の服務の状況（平成28年度）
⑴職員の営利企業の従事許可件数

区　　　分 申請件数 許可件数
営利企業等の従事許可申請 １件 １件

⑵職務に専念する義務の免除申請件数
区　　　分 申請件数 許可件数

研修を受ける場合 0件 0件
厚生に関する計画の実施（健康診断など） 52件 52件
その他 5件 5件

８　職員の研修の状況（平成28年度）
研 修 区 分 受講者数 受　　　　講　　　　内　　　　容
自己啓発研修 0人 メンタルヘルスセミナーなど
職場内研修 3人 新規採用職員研修
職場外研修 40人 北海道市町村職員研修センター、定住自立圏域市町村職員合同研修など

（注）一般行政職員が参加した研修会の受講者数です。

９　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成28年度）
⑴健康診断の状況
健康診断の種類 対象者数 受診者数 対象職員
人 間 ド ッ ク 61人 61人 30歳以上の職員総数
定期健康診断 14人 14人 29歳以下の職員総数
（注）一般会計、特別会計職員の受診状況

⑵公務災害補償の状況
加　　入　　団　　体 災害件数 認定件数

北海道地方公務員災害補償基金 0件 0件
（注）一般会計、特別会計職員の災害件数

⑶福利厚生事業等に関する状況

区　　　分 負担金額 一人当たりの
負担金額

掛金額
（会費）

一人当たりの
掛金額 (会費 ) 主な事業

北海道市町村職員福祉協会 212千円 2.8千円 212千円 2.8千円 脳ドック助成　27千円
一般会計、特別会計を含む人数　75人
※詳しい事業内容は、北海道市町村職員福祉協会ホームページをご覧下さい。

幌 加 内 町 職 員 親 交 会 500千円 5.6千円 1,416千円 15.7千円
祝金・弔慰金、見舞金等

　285千円
レクリエーション助成

　1,373千円

一般会計、特別会計、一部事務組合、嘱託職員を含む人数 90人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出決算額　2,278千円

⑷公平委員会に関する業務の状況
区　　　　　分 件　数 要求・申立の概要

勤務条件に関する措置の要求 0件
不利益処分に関する不服申立 0件
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成人式を迎える新成人の方へ
20歳になったら国民年金
　国民年金は、日本国内に住所のある20歳以上60歳未満のすべての人が
加入し、保険料を納めることによって、基礎年金を支給する年金制度で、
国民年金はみんながお互いに協力し、将来を支えあう制度で、国が責任を
持って運営しています。
　「まだ年金なんて・・・」と思われるかもしれませんが、年金が必要になった時に慌てても間
に合わなくなることがあります。未来の自分の為にもきちんと加入し、保険料を納めましょう！

国民年金（基礎年金）３つのメリット
１ 老後を支えます ………………………………………………………… 老齢基礎年金
２ 病気やケガで障害の状態になったときに支えます ………………… 障害基礎年金
３ 加入者が亡くなったとき、子のある配偶者・子を支えます ……… 遺族障害年金

年金手帳は大切に保管しましょう
　年金手帳は加入手続きの後、自宅に郵送されます。年金手帳は就職した時や年金を請求する時
に使用しますので、大切に保管してください。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
　収入等が少なく、保険料の支払いが困難な場合は、「学生納付特例制度」（学生のみ）、「若年者
納付猶予制度」（50歳未満）などの保険料納付猶予制度があります。

☆「学生納付特例制度」
　学生の方は、一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専
門学校、専修学校及び各種学校（修業年限1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分
校に在学する方です。
☆「若年者納付猶予制度」
　学生でない50歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るために必要な期間に算入されます
が、年金額には反映されません。
　しかし、収入を得られるようになり、保険料の納付が可能となったときに「追納制度」をご利
用いただければ、将来受け取る年金を増額することができます。
　20歳になった時の国民年金の手続き等については役場または年金事務所にお問い合わせくだ
さい。

〔
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①肝臓の働きって？

③食べすぎ、飲みすぎはどうして肝臓を悪くするのか？

②肝臓が悪くなるのはなぜ？

④このままの生活を続けていくと…

●乳幼児・児童に関する行事
乳幼児健診 保健福祉総合センター
子育て教室 農業活性化センター

乳幼児予防接種

９日（火）

町立幌加内診療所

●成人・老人に関する行事

老人健康相談
添牛内老人クラブ
政和老人クラブ
朱鞠内老人クラブ

●乳幼児・児童に関する行事
フッ化物塗布 ７日（水） 双葉保育所

８日（木） みゆき保育所（朱鞠内）
子育て教室 保健福祉総合センター

乳幼児予防接種

６日（火）

町立幌加内診療所

●成人・老人に関する行事
胃・大腸がん検診 ６日（火） 保健福祉総合センター

老人健康相談

７日（水） 母子里老人クラブ
８日（木） 添牛内老人クラブ
９日（金） 幌加内老人クラブ

政和老人クラブ
朱鞠内老人クラブ

健　康
コラム
2017 肝臓病を予防しよう
　年末年始は、お酒を飲む機会やご馳走を食べる機会が増え、ついつ
い飲みすぎたり、食べ過ぎてしまいます。食べ過ぎ、飲みすぎは、肥満
や糖尿病などを引き起こすだけでなく、肝臓の負担となり肝臓病のリス
クとなります。健康診断で「肝臓」について指摘されたことはありませんか？
今回の広報では、「肝臓病予防」についてお伝えします。

【栄養素の貯蔵と加工】
➡栄養素を体に必要な形に変えて、蓄
えたり、必要なときに体内に送る

【解毒作用】
➡アルコールなどの有害な物質を分解
する

【胆汁を作る】
➡脂肪の消化で活躍する胆汁を作る

　食べすぎ、飲みすぎでエネルギーが余ると、肝臓に脂肪が溜まってきます（脂肪
肝）。脂肪肝のほとんどは、以下の 2種類です。
＊血液検査値：γGTP、AST(GOT)、ALT（GPT）

第216回
「がまん強くても…」

　たくさん食べたり、飲んだりすれば①で説明したような処理をするため、たくさん働かなければいけません。加えて、脂肪
がたまると、肝臓の働きをさらに悪くしてしまいます。
➡食べすぎ、飲みすぎは、肝臓の仕事を増やして肝臓を疲れさせてしまい、どんどん仕事の効率を悪くさせていきます

　肝機能が低下すると「だるい」、「疲れやすい」といった症状が出ますが、ほぼ自覚
症状がありません。改善に取り組めば修復も可能ですが、進行すると肝繊維症や肝硬
変を引き起こし、本来の仕事ができなくなります。健康診断などで指摘を受けている方は、
手遅れになる前に改善（肥満の解消、内臓脂肪を減らす）に取り組みましょう。

アルコール性脂肪肝 過栄養性脂肪肝
・長い間お酒を飲みすぎている
・γGTPが高く、ALT（GPT）
よりAST（GOT）の方が高い
傾向がある　

・エネルギー過剰によって肝臓内の中性脂肪が増
えすぎることで起こる（脂肪、糖質の摂り過ぎ）

・AST（GOT）よりALT（GPT）の方が高い傾向が
ある

162017.12



◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆
16日㊏ 年末特別貸し出し　～ 12/29 図書室
30日㊏ 生涯学習センター休館（年末年始のため）～ 1/8

1月

７日㊐
平成30年成人式
生涯学習センター休館（成人式開催のため）

８日㊊・㊗ スキー教室ジュニアクラス ほろたちスキー場 10:00～15:00
10日㊌ 児童生徒書き初め大会 アトリウム 9:15～
11日㊍ 児童生徒書き初め大会作品展示 アトリウム

11日㊍～12日㊎ 森のたんけん隊 母子里北大演習林
14日㊐ スキー教室ジュニアクラス ほろたちスキー場 10:00～15:00

15日㊊～19日㊎ 図書室休館（蔵書点検のため）
16日㊋ 世代間交流体験事業「老人クラブ主管」 高齢者コミセン 10:00～
20日㊏ スキー教室ジュニアクラス ほろたちスキー場 10:00～15:00
21日㊐ スキー教室ジュニアクラス ほろたちスキー場 10:00～15:00

25日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１年生　15:15～
２、３年生　16:00～

26日㊎ チビッ子英語クラブ アトリエ ４～６年生　15:40～
27日㊏ おはなしにこにこ 図書室 11:00～

2月

３日㊏ スキー教室一般・幼児クラス ほろたちスキー場 10:00～
４日㊐ スキー教室一般・幼児クラス ほろたちスキー場 10:00～
10日㊏ スキー教室一般・幼児クラス ほろたちスキー場 10:00～
11日㊐ スキー教室一般・幼児クラス ほろたちスキー場 10:00～

【クラス及び日程】
　一般・幼児クラス（高校生以上及び幼児・年長組）
　　2月3日（土）、2月4日（日）、2月10日（土）、
　　2月11日（日）
　一般クラス　10:00 ～ 15:00　
　幼児クラス　10:00 ～ 12:00　※保護者同伴必須
【場　所】ほろたちスキー場
【参加料】一般クラス～2,000円
　　　　　幼児クラス～　500円 
　　　　　※どちらもリフト料金は自己負担となります。
【申込み】1月24日（水）までに教育委員会または幌加内

スキー連盟指導員会へお申込みください。
【申込先】  ・教育委員会社会教育係
　　　　　　TEL 35－2177　
　　　　　　FAX 36－2100
　　　　  ・スキー連盟指導員会事務局：北村
　　　　　　TEL 35－3090　
　　　　　　FAX 35－3091

■スキー教室

○12月29日（金）  17:00～図書室休館
　　　　　　　　  17:00～生涯学習センター休館
○12月30日（土）～１月8日（月・祝）  年末年始休館
○１月７日（日）　平成30年成人式開催のため
○１月15日（月）～19（金）  図書室休館　蔵書点検のため
＊お間違いありませんよう、よろしくお願いいたします。

　町では昨年に引き続き、児童生徒に対するリフト料金の
減免・免除を下記の要領で実施いたします。
１．減免・免除の対象者
①町内に住民票を有する小学生・中学生・高校生
②町内の高校生
③住民票を有しないが、保護者が町内に在住する高校生

２．リフト料金の減免・免除される内容
①シーズン券は50％割引といたします。
②ほろたちスキー場営業中の土曜、日曜、祝日のリフ
ト料金を無料といたします。

３．減免・免除措置を受ける場合の手続き
　・所定の用紙に必要事項を記入し、スキー場事務所へ

提出し、リフト券の交付を受けてください。
※上記各申請書については、スキー場に設置しております。

■ほろたちスキー場リフト料金の
　　  減免・免除の実施について

■生涯学習センター休館のお知らせ

◇年末特別貸し出しのお知らせ
　生涯学習センターが年末年始休館に入る
ため、12月16日（土）から29日（金）までの期
間、一人あたりの図書貸し出し冊数の上限を10冊ま
でに変更いたします。この機会にぜひご利用ください。
※ビデオの貸し出しはひとり２本までです。

◇今月の新しい本
・ヴェネツィア便り 北村薫／著（新潮社）
・月夜の散歩
 角田光代／著（オレンジページ）
・服部幸應の知っておいしいだし事典
 服部栄養専門学校／監修（実業之日本社）
・毎日がスッキリする「老後の快眠術」
 保坂隆／著（ＰＨＰ研究所）
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（₁₁ 月末現在）

世帯数 806世帯
（前月比±0）

人　口 1,549人
（前月比±0）

　　男 764人
　女 785人
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、
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食
い
し
ん
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、
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周
大
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の
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大
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、
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ゃ
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で
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せ
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人
！
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日
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元
気
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か
に
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て
ほ
し
い
で
す
。

今月の表紙 ファイターズ応援大使が決定しました

　2018年の１年間、幌加内町の応援大使を決
める抽選会で、西川選手、浦野選手が決まりま
した。本町を代表して抽選してくれたのは、幌
加内小学校の野原誠也君。緊張の面持ちで、垂
れ幕から出されている選手の手を引き、西川選
手が現れると、驚きの顔で、思わずお口が一文
字に。誠也君、大役お疲れ様でした。そして両
選手、一年間、どうぞよろしくお願いします。

●
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き
●
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の
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き

ひ
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